
 

～つながる県南 広がる実践 すべては子どもたちのために～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年 ７月１６日（木） 

 Ｎo．２【 通巻 第７６号 】 

 文責：皆川 晃宏 

 

 

 

平成２７年５月２７日（水）東山地域交流センターで管内小・中学校研究主任研修会を行いました。本研修会は、
パネルディスカッション・講義、実践発表、研究協議を通して、「組織的な対応」と「研究主任としての役割」につ
いて考えを深め、研究主任の先生方の実践意欲につなげることをねらいとして行いました。 

県南教育事務所 

教 育 情 報 

１ パネルディスカッション・講義 
「組織的な校内研修の取組について」 

４校の研究主任の先生から発表 
していただきました。 
「組織的」な取組についてたく 

さん紹介していただきましたが、 
その中から一部紹介します。 
≪奥州市立小山中学校 佐々木 愛香 先生≫ 
・「授業づくり研究会」「かかわり合い研究会」等研究組織の
工夫による研究の深化。 

・一人一授業の実践。教科部会、学年部会の活用。 
≪金ケ崎町立金ケ崎小学校 長山 ゆかり 先生≫ 
・ユニバーサルデザインの考え方を取り入れた実践。「わか
りやすさの仕かけ」を全職員で共有し実践。 

・授業研究会でのチェックシートの活用。 
≪一関市立南小学校 藤田 浩子 先生≫ 
・年度初めに、授業のイメージを全職員で共有するためのモ
デル授業の実施。 

・活用レポートを全職員で共通理解する場の設定。 
≪平泉町立平泉中学校 及川 千佳 先生≫ 
・授業で学んだことを積極的に発信することを行い、生徒の
自己肯定感を高める実践。 

・授業研究会におけるＫＪ法の活用。 

２ 実践発表 
「学力向上取組先進実践校における実践について」 

 昨年度「学力向上取組先進実践校」の２校に実践発表して 

いただきました。発表の一部を紹介します。 

≪一関市立室根東小学校 早坂 裕子 先生≫ 
○各種調査の分析結果の共通理解 
 ・４月中旬の校内研で、自校の課題と今後の対策、学習訓

練などについて再確認する。 
 ・各種調査結果で明らかとなった 
  課題に関する問題を取り入れた 

自作のチャレンジテストを年４ 
回実施。 

○授業改善への取組 
 ・明確な学習課題の提示と課題に応じたまとめの徹底。 
 ・諸調査の誤答傾向から見えてきた弱点の克服。 
≪奥州市立南都田中学校 小山 裕子 先生≫ 
○生徒による主体的な取組 
 ・朝読書の推進と国語の授業や図書員会による本の紹介 
  等による読書活動の推進。 
 ・前時の復習などを行う「Ｗe Ｃan 運動（授業前５分

間学習）」の実施。 
○廊下の掲示物の工夫 

            ・社会に関心をもたせることをね 
らいとした新聞記事の掲示。 

                        ・学習意欲の向上を図るための掲
示の工夫。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  パネルディスカッション、実践 
発表を受け、最後に３～４人での 
グループ協議を行いました。 
 以下のことについて活発に意見 
交換がなされました。 
○組織的な取組 
 ・各種調査結果を学校全体で共 
  有し、共通実践につなげる方 
  法について。 
 ・教科部会、学年部会の活用やワークショップ型研究会の 

実施等、校内研究会のもち方について。 
           ○研究主任としてのかかわり 
            ・研究主任として実践してい 

ること、これから実践した 
いことについて。 

            ・教務主任等との連携の在り 
方について。 

               

３ 研究協議 
「学力向上の取組」 

中学校部会の様子 

小学校部会の様子 

 研修者からは、「実践していきたい。」「進めていきた
い。」のように、今回の研修で学んだり考えたりしたこと
を今後の実践につなげていく旨の感想が多く寄せられま
した。子どもたちのために、思いを実践につないでいき
ましょう。 

午前中は、選択研修ＡＢＣを同時に行いました。Ａは新任
研究主任悉皆＋希望、ＢＣは希望としましたが、ＡＢＣ合わ
せて３１名の先生方の希望がありました。今回は、講義Ｂで
確認したことを紹介します。 
≪わかる授業とは≫ 
・本時の目標（ねらい）が、児童生 
徒一人一人の中で課題化され、課 
題解決に向けた主体的な活動を通 
して、児童生徒が課題を解決でき 
る授業。 

≪学習課題（見通し）と まとめ（振り返り）≫ 
・本時でどんな力を付けたいか、ねらいを明確にする。 
・ねらいに即した学習課題を、教師と児童生徒が一緒に考え
設定する。 

・板書等を用いて、学習の過程や本時のねらいが達成できた
か振り返る場を設定する。 

※「主体的な活動」にするためには、本時のねらいが児童生
徒一人一人の中で課題化され、取り組むことが明確になっ
ている必要があります。 

※ 講義Ａは、「基本的な研究の進め方と研究主任の役割」、
講義Ｃは、「特別に支援を要する児童生徒の学習指導」につ
いて研修しました。 

希望選択研修Ｂ 
「小・中学校における『わかる授業』の在り方」 

 


